
目標を達成するための普及活動 

1．酪農（TMRセンター及び利用酪農家8戸） 
(1)良質粗飼料生産の安定(H27～30) 
■定期に開催される検討会において、飼料用トウモ
ロコシ生産圃場の生育ステージ毎の調査、品種比
較及び除草剤試験圃の結果に基づく施肥･除草･適
品種等の技術的提案、効果検証を実施。 
(2)生乳生産性の向上と安定(H27～30) 
■経営体毎の検討会を定期に開催し、乳牛モニタリ
ングや牛群検定成績を用いた飼養状況把握に基づ
く技術的改善提案、効果検証を実施。 

2.肉用牛（北部和牛繁殖農家巡回プロジェクト） 
(1)繁殖雌牛の飼養管理技術の向上(H27～H30) 
■定期に開催される検討会において、牛モニタ
リングや繁殖台帳を用いて、繁殖管理や飼料の
適正給与について改善提案、効果検証を実施。 
(2)子牛育成管理技術の定着(H27～H30) 
■子牛の発育向上に向け、牛舎環境･衛生管理、
暑熱･寒冷対策、飲水･飼料給与について定期市
場前巡回指導を実施。 

            大家畜経営の安定化支援（二戸） 
計画期間：平成２７～３０年度 

目標とする成果 

1. 酪農（TMRセンター及び利用酪農家8戸） 
（１） 生乳生産量の増加 
■ＴＭＲセンター利用酪農家の出荷乳量（現状に対
する出荷乳量割合の増加）を目指す。 
 現状（H26年度）：100％→実績（H28年度）：104％ 
  →目標（H30年度）：104％ 
 
個体乳量(H28)：34.8kg/日･頭     トウモロコシ収量(H28)：3,720kg/10a  

 
 
 
 
 
 

２.肉用牛（久慈地域和牛繁殖重点対象巡回指導） 
（１）和牛子牛市場評価の安定・向上 
■中央市場平均価格以上の評価を目指す。 
 現状（H26年度）：100％→実績（H28年度）：102％ 
  →目標（H30年度）：101％ 

今回の普及活動の特徴 

■中央農業改良普及センター軽米普及サブセン
ター（農業革新支援センター）が、ＴＭＲセン
ター、酪農家及び関係機関･団体と連携して、
ＴＭＲ品質安定に向けた良質粗飼料生産技術及
び乳牛飼養管理技術の向上を図る。 

■中央農業改良普及センター軽米普及差分セン
ター（農業革新支援センター）が、和牛繁殖農
家及び関係機関･団体と連携して、繁殖雌牛及
び子牛飼養管理技術の向上･定着を図る。 

関係機関との連携 

■中央農業改良普及センター軽米普及サブセン
ター（農業革新支援センター）は、関係機関の
コーディネート、技術導入指導、検討会開催。 

■県北振興局は、現地対象農家との調整、補助事
業の活用に係る情報提供・指導。 

■県北家畜保健衛生所は、疾病の予防や対策、衛
生管理の情報提供・指導。 

■ＪＡは、現地対象農家の情報収集や軽米普及サ
ブセンターと連携して、技術の導入･普及を推進。 

 

１２ポイント、ゴシック体。強調部分を
赤字・太字・下線で記載。 

２．目標とする成果について、成果ご
とに記載。 

３．試験成績の目標に留まらず、む
しろ、活動の結果、産地がどう良く
なるのかという観点で記載。 

４．できる限り数値やグラフ、写真等
も併せて記載。 

【成果の例】 
■単収の向上（●kg/a→◎kg/a） 
■耕作放棄地が●ha解消 
■作業時間が●割短縮 
■新品種が●ha定着 
■新ブランドが定着 
 

１． １２ポイント、ゴシック体。強調部分を赤
字・太字・下線で記載。 

２．取り上げた重点プロジェクトが、特に高い
成果が期待できる特徴を記載。（他の普及
活動とは何が異なるのかを記載） 

１． １２ポイント、ゴシック体。強調部分を赤
字・太字・下線で記載。 

２．普及組織内の連携内容と、普及組織外の
関係機関（ＪＡ、市町村、先進農業者、ＮＰ
Ｏ法人、大学、民間企業等）との連携内容
を記載。 

１． １２ポイント、ゴシック体。強調部分
を赤字・太字・下線で記載。 

２．普及指導員の活動内容について
記載。 

３．普及指導員の活動内容が具体的
にわかるように記載。 

４．いつの活動かわかるように記載 
【活動の例】 
平成●年 
■普及指導員の提案により○○協議会が設
立 

平成◎～△年 
■○○栽培技術の実証ほを設置し、その結
果に基づき栽培マニュアルを作成。 

○概要を箇条書きで記載。 
１６ポイント、ゴシック体。強調部分を赤字・太字・下線で記載。 
【留意点】 
以下の点について明確になるよう記載。 
○地域の現状や課題を普及組織で（関係機関とともに）どのように分析したのか。 
○課題を解決するために、どのような普及活動を展開するのか。 
  （新技術の導入等、地域にこれまでなかった取組が展開されることを記載してください。） 

○目標とする成果は何か。（個別の農家経営を良くするという観点ではなく、地域農業全体を良くする観点で記
載してください。具体的数値（収量、販売額等）について、現状と目標値を可能な限りご記入ください。） 

○酪農：輸入飼料と資材の価格高騰により、経営が不安定になっており、自
給飼料の活用やＴＭＲセンター等の外部支援組織との協調に基づく生乳生
産性の向上が必要である。 
○肉用牛：全国的な繁殖雌牛の減少により、子牛価格が高騰しており、繁殖
雌牛の生産性と子牛の育成管理技術の向上に基づく市場上場頭数確保及
び高い市場評価の獲得が必要である。 
○関係機関･団体等と連携し、酪農家及び和牛繁殖農家の生産性向上を実
現を支援していく。 
 

中央農業改良 
普及センター 

県域普及グループ（軽米サブ） 


